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断端癌3例，卵巣癌4例である。また，対照とした
非癌 26例の内訳は子宮筋腫 12例，良性卵巣腫蕩5
例，健康婦人 9例である。血液採取部位は術前およ
び術中の肘静脈，術中の腫第周囲静脈，原則として
頚癌では基靭帯静脈，体癌では蔓状静脈叢をえらん
だ。細胞回収方法は Sandbergの変法である P. v. 
P.法，染色はギ、ムザ，ヘマトキシリンエオジン並び
IC:Acridine-orange蛍光染色法を用いた。陽性率
は，周囲静脈について工期 36例中 5例 14%，r期
27例中 5例 18.5%。術中，操作中肘静脈血について
工期 0%，r期 10%。術前肘静脈血について工期
2:7%，r期 3.3%。子宮体癌その他の癌では疑陽性
細胞は見たが，陽性細胞は見られなかった。リンパ
腺転移群 9例の周囲静脈血陽性率 37.5%K比べて
非転移群は 11.7%である。
5. 子宮躍部変化上皮の細胞診 
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表在癌を除く非癌性醸欄 1583例について Papa-
nicolaou class m以上の所見を示すいわゆる偽陽
性例は 62例 (3.8%)であり，この中 27例 (43.5%)
が異型上皮であって半数近くを占めて居る。他の変
化上皮においては，僅少乍ら，変化程度と平行的に
陽性所見の出現が増加して来る。
真膿~闘の際 lとやや，陽性出現率が高いが， 乙れ
は，真康欄が，比較的高年層の婦人に多く老人性陸
炎，老人性非薄化上皮に由来するためと考えられ
る。 
表在癌に於いては，異型上皮におけるよりもさら
に陽性率が高い。
併し何れの場合も，浸潤癌の場合と異り， Papa-
nicolaou clan.m IC:::相当するいわゆる， Dyskary-
osisの所見を示すものが殆んどである。
各変化上皮の fal10nup例について，細胞診の面
から眺めると，変化程度の軽減，増強と大凡平行的
に細胞所見の変遷が見られ，乙のことから，上皮変
化程度及び推移を或程度知り得るのでは無いかと思
われた。 
6. 子宮体癌の統計的観察(第 1報〉
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千葉大学産婦人科学教室の 1955，. 1960年聞の体
癌患者について統計的観察を行い，一部について組
織学的検討を加えた。全子宮癌l乙対する瀕度は 4.15 
%で，欧米の報告に比べ有意に低い瀕度を示す。'平
均年令は 53.89 才で年令分別は 56~60 才にピーク
を占す。また経妊，経産回数については頚癌が 4~ 
5 固に多く見られるのに反し，不妊婦人および 1~ 
2回経産に多い。初発徴候は不正出血がほとんどを
占め，通常の診断法で明らかに体癌と診断を得たも
のは 37例中僅か 1例で，確診の方法としてはほと 
んどが試験掻胞による組織診に基づいているとして
も尚 6例の見逃しのあった事は体癌診断の難しさに. 
物語るものである。治療は単純全刻とレントゲン後
照射が大部分を占めている。組織像と進行期との間 
には特に有意の関係はなく，ただ Ade'noacanthom
が 15例中 7例と半数近くを占め，乙の種の他の統
計に比べて高率となっていることは興味深い事であl
る。 
7. 繊毛上皮躍のフリードマン反応と腫蕩所見
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昭和 31年より現在迄，繊毛上皮腫の診断にて手
術を行った 65例の組織診は (Novakの分類 K従
う)Choriocarcinom 14例， Chorioadenoma dest， 
31例， Syncytiale EI).demetritis 15例，組織診不
能5例である。手術時フ一反応定量を行ったものは
第 1表の如くである。 乙の 35例の組織診は第2表
である。即ち手術直前フ反応 10万(+)は予後極
めて悪い。また， C.Cでも 200K.E (キ)， 1，000 
K.E (+)では生存例が多い。したがって，奇胎除
去後 1カ月以上経過して，フ一反応 1万 K.E(+)は
〉ーK.E(万1)，+000K. E (，1手術すべきである。 
の時が問題である。
表3は転移発生迄の期間と予後であるが，先行分
続より転移発生迄の期聞が短く 50日以内のもの 7
例は予後可良， 50日以後転移を来したもの予後不良
である。即ち早期に転移を来したものは良性という
事である。
表1. 
iゐ数Ti移|死 
12 10 9(66.6%)10万(+) 。1510万(一)， 1万(+) 
16 51万(一)， 1，000(+) 2(31.2%) 
2 。111，000(一)， 200(+) 
計 35 
